




 

 高コレステロール血症と動脈硬化,虚血性心疾患とは,従来から深い関連を有

することが示唆されている。家族性高脂血症とくに高脂血症Ⅱ型は著しい高コ

レステロール血症と動脈硬化を特徴とするが,その heterozygote でも小児期か

ら比較的高い血清コレステロール値を示し,成人期の動脈硬化と密接に関連す

る。したがって小児期の血清コレステロールやトリグリセリドを測定して,小児

期の正常値を確立するとともに,コレステロール高値を示す小児を見いだし追

跡することは,高コレステロール血症の早期発見および動脈硬化の予防に役立

つ処が大きいと思われる。今回吾々は,大阪府下の 2つの小学校学童について血

清脂質の検策を行った。 


